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第６学年１組 算数科学習指導案

平成３０年９月２６日５校時

場所 ６年１組 教室

授業者 教諭 越間 由香

１．単元名 速さ

２．単元目標

○速さを単位量当たりの大きさの考えを用いて数値化したり，実際の場面と結びつけて生活や学

習に用いたりしようとする。 【算数への関心・意欲・態度】

○速さの表し方や比べ方について，単位量当たりの大きさに注目し，表現することができる。

【数学的な考え方】

○速さに関わる２つの数量の関係において，速さや道のり，時間を求めることができる。

【数量や図形についての技能】

○速さは単位量当たりの大きさを用いると表すことができることを理解する。

【数量や図形についての知識・理解】

３．単元を構成するにあたって

○子どもの実態について

…＜個人情報保護のため省略＞…

○単元について

「速さ」は，日常生活の中で比較的身近な数値で，算数が好きではないと感じている子どもも，

その数値には関心があると思われる。そのため，本単元で速さを単位量当たりで求める方法を知る

ことは，算数で学習したことを日常の事象で活用しようとする意欲を引き出すことができると期待

できる。また，本単元では，実際に歩いたり走ったりしながら時間を計る体験を行ったり，テレビ

で見るスポーツ選手の動きをイメージしながら速さを数値で求めたりする。それによって，速さを

実感として理解できると考える。

また，速さは道のりと時間の異種の２つの量の割合であり，単位時間当たりに移動する道のりと

してとらえると，（速さ）＝（道のり）÷（時間）で求められる。その演算の意味を理解するため

には，式だけでは不十分であり，図や表を用いることが必要となる。これまで学習してきた数直線

を使って「１秒当たり何ｍか」「１ｍ当たり何秒か」等の単位量当たりを求めたり，比，比例の関

係を図表で表したりする中で「速さはそろえて求める」ことを理解していく。そこで，問題を一読

しただけでは意味が理解しにくい子どもに，改めて図表を利用して数量関係を考えることのよさに

気付かせることができると考える。また，数直線や比や比例等の様々な図表を使った多面的な考え

方を共有することで，理解を深めることができると考える。
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○指導について

（１）子どもが考えてみたくなる問題提示と課題設定

本単元では，距離や時間がそろっていない量で，それを比べてどちらが速いかを考える問題を取

り上げる。スポーツが好きな子どもが多いので，様々なスポーツのタイムや自分たちの陸上のタイ

ム等を取り上げ，速さをイメージしながら取り組ませたい。本時では，プロスポーツ選手と，一見

遅そうに見えるアニメの登場人物の球速を比べるので，興味をもって取り組めると考える。

また，課題設定の場では，何を求めているのか，どうやったら解けるのか等を考えさせる。挙手

をしての発言だけでなく，つぶやきも大事にしながら，全員が納得のいく課題を設定したい。

（２）算数用語や図・表などを用いた言語活動

本単元では，図表を使いながら，どうやって答えを導きだすのかを言葉で考えさせ交流させたい。

個人思考の場では，図や表，式の他，言葉や文等をノートに書かせ，自分の思考を整理させたい。

また，ペアや全体での学習の場では，図や表をもとに話し合うよう声かけをしていきたい。これま

で文章題では数直線を使って学習することが多かったが，比や比例等の既習事項も使うよう促し，

多様な考えが出るように声かけをしたい。そして，時間や道のりがバラバラの時も，速度を導き出

すには両方を同じ単位量で「そろえる」とよいこと，「１に戻す」ことで求められること等を，図

表を使って話し合いながら理解させたい。

（３）考えの交流を促す話合いの場の設定

自分の考えを周りの人に説明することに自信がもてず，全体の場で発表することに抵抗のある子

どもがいることから，個々で考える時間の後でペアでお互いの考えを確認したり，わからないこと

を聞き合ったりする時間をもたせたい。わからなくて迷っている子どもが全体での話合いの前に，

自分の考えや思いをペアで話せる時間を確保することで，算数への抵抗感が少なくなると考える。

そして，全体での交流の場では，説明することを一人の子どもがするのではなく，交代で行わせ

たい。その良さとして，少しずつ説明していったり，より多くの子どもがいろいろな言い方をした

りすることで，理解が深まると考える。発言だけでなく，つぶやきも大事に拾い，個々の疑問や困

っていることを全体の場に広げながら，話合いを深めていきたい。

（４）学びを自覚できる振り返りと教師のフィードバック

授業の終わりに振り返りを子どもに書かせ，その後で課題に対するまとめを考えていく。まとめ

を考える際は，挙手をしての発言だけでなくつぶやきも大事にし，今日の学習のねらいがどの子に

も納得できるようにする。

授業では子どもの発言に対し，必要に応じて教師からそれを認める発言をしていく。一つの考え

方にこだわらず違う考え方で解いてみようとしたり，算数用語やキーワードになる言葉を使ったり，

自分なりの言葉で説明しようとしたりした時に，その良さを認めていきたい。そのことで，次時の

発表への意欲をもたせたい。
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４．単元計画（全１１時間 本時２／１１時 ）

評 価

次 時 おもな学習活動 関 考 技 知 おもな評価規準（◆評価方法）

心 え 能 理

１ １ ○速さの比べ方を考える。 ◎ 速さを比べることに意欲を

速 距離が同じで時間が違う記録と もっている。

さ 時間が同じで距離が違う記録をも ◆発言

の と，速さの比べ方を考える。

意 １ ○速さの比べ方を考える。 ◎ 速さの比べ方を単位量当た

味 本 距離も時間も違う場合の比べ方 りの大きさを用いて考えよう

時 を単位量をもとに考える。 としている。◆適用問題

１ ○速さを測定する。 ◎ 自分の歩く速さを測定する

時間と距離のどちらをそろえる 方法を考えながら，意欲的に

方がいいのかを考えながら，自分 活動に取り組もうとしている。

の歩く速さ・走る速さを調べる。 ◆行動観察・発言

２ １ ○速さを求める公式を導きだし， ◎ 時間をそろえて速さを求め

公 理解する。 る方法を考えている。

式 スポーツカーの速さを距離と時 ◆適用問題

の 間から求める。

確 １ ○道のりを求める公式を導きだし ◎ 速さを求める公式を用いて

認 理解する。 速さと時間から道のりを求め

競歩の選手の速度と時間から， る公式を導きだすことができ

道のりを求める。 る。◆適用問題

１ ○速さと道のりから時間を求める ◎ 道のりを求める公式から時

方法について理解する。 間を求めることができる。

テニス選手の打ったボールの速 ◆適用問題

度と距離から時間を求める。

３ １ ○時間を分数で表し速さを求める ◎ 時間を分数で表し，問題を

速 問題を理解する。 解くことができる。

さ 車いすマラソンの時間を分数で ◆適用問題

の 表し求める。

理 １ ○速さが一定の時，道のりと時間 ◎ 速さが一定ならば，道のり

解 が比例することを理解する。 は時間に比例することを理解

ボートの進む距離と時間の関係 している。◆適用問題

を表にし，比例関係を理解する。

１ ○作業の速さを単位量をもとに求 ◎ 単位量当たりの大きさを考

めることを理解する。 えを用いて，作業の速さの比

イースポーツの早打ち回数から べ方を説明している。

速度を求める。 ◆適用問題
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ま まとめの問題をする。 ○ ◎ 学習内容を適用して問題を

と ２ 解決することができる。

め 速さに関わる数量関係から

速さ・道のり・時間等を求め

ることができる。◆ノート

５．本時の学習

（１）ねらい

○時間と距離から単位量当たりの大きさに注目し，速さを求める方法を考えることができる。

【数学的な考え方】

（２）展開

学習活動 ○支援と◆評価

１．問題場面を知る。 ○前時，時間がそろっていて距離が違う物，

距離がそろっていて時間が違う物を比べる

学習をしたことを想記させる。

○スポーツ選手やキャラクターの写真を用意

し球速を比べたいという意欲をもたせる。

○どちらが速いと思うか予想させ，問題への

興味をもたせる。

２．課題を設定する。

○発言やつぶやきを基に，子ども達の考えを

まとめて課題を設定する。

３．個別に考える。 ○ノートに図表や式だけでなく，言葉で自分

㋐数直線を用い，単位量を出して求める。 の考えをかくよう伝える。

←÷３ 100m ○図表が思いつかない子どもには，数直線を

書いてみるよう促す。その際，100ｍを比

べられる量として考え，もとにする量を求

めること，矢印で求め方を示すこと等に気

0 1 ←÷３ 3秒 づけるよう声かけをする。

100÷3＝33.333

イチロー選手が，ボールを投げると100ｍ先に３ 秒でつきます。

バタコさんが，アンパンマンの顔を投げると８０ｍ先に２ 秒でつきます。

どちらが投げた物が速いでしょう。

時間もきょりもちがう時，どうやったら速さを比べられるか？
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○比や比例等，多様な考えが出ていない時に

0 ←÷２ ８0m は，数直線で解いた子どもに，これまで習

った数直線以外の方法でも解いてみるよう

促す。

0 1 ←÷２ ２秒 ○同じやり方でも，距離でそろえたやり方が

８0÷２＝４０ あれば，全体で考えを出し合う場で，それ

イチロー選手とバタコさんがそれぞれ１秒間で何ｍ を紹介させ，時間でも距離でもどちらをそ

投げるか調べると，イチロー選手は３３，３３３・・ｍ ろえてもいいことを確認する。

バタコさんは４０ｍ投げる。バタコさんが速い。

㋑比から求める。 ○比を６に揃えていた時は，全体で考えを出

100：3 → ２００：６ ８0：２ → ２４０：６ し合う場で，比を「１にしたらどうか」と

比を6に揃えると200と２40になり，バタコさんの比 助言し，単位量当たりの考えと同じである

が大きいので，バタコさんが速い。 ことに気づかせる。

㋒比例で考える。 ○６秒後に何メートル飛んだかを導いた子ど

時間 1 3 6 もには，全体で考えを出し合う場で，「１秒

距離 ３３．３３ 100 ２00 だったらいくらか」と助言し，単位量当た

りの考えと同じであることに気づかせる。

時間 1 2 4 6
距離 ４0 ８0 1６0 ２４0

時間が６秒の時，イチロー選手は２００ｍ，バタコさ

んは２４０ｍになり，バタコさんの方が遠くまで飛ぶ。

バタコさんの方が速い。

４．考えを相談する。 ○ペアで自分の考えを言ったり相手の考えを

「考えの途中」「できた」「まよってる」の３ 聞いたり，またはヒントを与えたりしなが

つの立場のうち，自分がどれであるかを示し ら，考えをまとめる時間にする。

た後，ペアで相談する。 ○「できた」の立場の子どもは，必要に応じ

て「まよってる」立場の子どもの席に行き，

一緒に考えるよう促す。

５．全体で考えを出し合う。

・それぞれ１秒で何ｍ飛ぶのかを考えたらできる。 ○一人の子どもに全てを説明させず，交代で

・時間を２で割ると１秒になるから，距離も２で割る 説明させたり，一度説明したことを他の子

と，□ｍが出せる。 どもに言わせたりしながら，理解が深まる

・どちらも１秒でそろえた時，遠くまで飛んだ方が速 ようにする。

いから，バタコさんが速い。 ○挙手をしての発言だけでなく，つぶやきも

・どちらも４００ｍでそろえると，１２秒と１０秒でバタコ 紹介して，子ども同士の話合いが進むよう

さんが速い。距離をそろえても比べることができる。 にする。
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・１秒当たり何ｍか，１ｍ当たり何秒かを出せば，比

べられる。

○考えを出し合う中で生まれた疑問を全体に

６．まとめをする。 広げ，それについて考えるよう仕向ける。

○個々に課題を意識しながら振り返りを書か

せ，その後で全体で今日のまとめを考えさ

せる。

７．適用問題をする。

◆式だけでなく図表または言葉で意味を確認

しながら速さを求めている。（適用問題）

（３）本時の評価

十分満足できると判断される おおむね満足できると判断 支援の必要な子どもの指導の

子どもの具体例 される子どもの具体例 手立て

○２量の速さを単位量当たりの ○２量の速さを単位量当たり ○数直線を使って考えてみるよ

大きさで比べて求めている。 の大きさで比べている。 う助言する。

○「１分当たり」「１ｍ当たり」 ○ノートに図表や言葉で自分 ○「どういう時に比べられるか」

「そろえる」等の言葉を使った の考えを書いて求めようとし 「１あたり」等の助言をする。

り，図に矢印等をかいたりして ている。

考え方を説明している。

（４）研究の視点

○一人一人の考えを全体で出し合う際，同じ考えをもっている子どもに意図的に指名したり，交

代で説明させたりして話合いを構成したことは，互いの考えを理解する上で有効であったか。

○友達が発言した時に，「どういうこと？」と疑問を表現したり，「ああ，わかった」等の

発言やうなずく等の反応が見られたりした。

イグアナが１２ｍを６分で歩きます。カメは，２０ｍを８分で歩きます。

どちらが速いでしょう。

速さは，時間や距離をそろえると比べられる。


